
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ガラスパネルとそのガラスパネル に対して厚み方向から当て付けられる板材と
を、前記ガラスパネルと前記 板材とに亘って形成した貫通孔に挿通される雄ねじ部材と
、その雄ねじ部材に螺着される雌ねじ部材とで締め付け固定 に構成されているガラス
パネル固定具であって、
前記雌ねじ部材が、前記雄ねじ部材に外嵌する状態で前記貫通孔に嵌入 筒部と、前
記筒部の一端側でその筒部の前記貫通孔への入り込みを規制 頭部とを備え、
前記雄ねじ部材に螺合する雌ねじ部が、前記筒部の内周面に形成され、
前記雌ねじ部材の締め付け具を締め付け操作自在に係合させる係合穴が前記頭部に形成さ
れ、

ているガラスパネル固定具。
【請求項２】

記雌ねじ部材のうちの少なくとも一方の前記係合穴が、前記筒部の内側に貫通する状態
で形成され、
前記筒部の内側に貫通する状態で形成した係合穴から挿入される螺進操作具を前記雄ねじ
部材に対して螺進操作自在に係合させる係合部が、その雄ねじ部材の端面に形成されてい
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の左右両側
両

可能

可能な
可能な

　前記筒部が前記板材の厚みよりも長い長さで形成され、
　前記貫通孔の内側に入り込ませた雄ねじ部材の両端部に、前記雌ねじ部材を各別に螺着
して、前記ガラスパネルとそのガラスパネルの左右両側の前記板材とを締め付け固定可能
に構成され

前



る請求項１記載のガラスパネル固定具。
【請求項３】

ガラスパネル固定具。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ガラスパネルとそのガラスパネル に対して厚み方向から当て付けら
れる板材とを、前記ガラスパネルと前記 板材とに亘って形成した貫通孔に挿通される雄
ねじ部材と、その雄ねじ部材に螺着される雌ねじ部材とで締め付け固定 に構成されて
いるガラスパネル固定具に関する。
【０００２】
【従来の技術】
上記ガラスパネル固定具として、従来、例えば図１０に示すように、ガラスパネル１と、
そのガラスパネル１に対して厚み方向の左右両側に弾性あるいは樹脂製シート３を挟んで
当て付けられる板材２とに亘って貫通孔４を形成し、その貫通孔４に挿通した雄ねじ部材
（全ねじボルト）５の板材２からの突出部分に六角頭１２を備えた雌ねじ部材（袋ナット
）６を螺着して、ガラスパネル１と左右両側の板材２とを締め付け固定するように構成し
たものがある。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
上記従来のガラスパネル固定具は、雄ねじ部材５と雌ねじ部材６との螺合部分が板材２よ
りも外方に突出しているので、これらの雄ねじ部材５や雌ねじ部材６が、少なくとも、そ
の螺合代Ｌに相当する長さだけ板材２から突出することになり、ガラスパネルの外観を損
なう欠点がある。
【０００４】
また、六角頭１２の周面にスパナ等の締め付け具を係合させて、締め付け具の板材表面に
沿う回動操作で雌ねじ部材６を螺着しているため、その螺着時に締め付け具が雌ねじ部材
６や板材２の外表面に擦れて傷付け易く、この点でもガラスパネルの外観を損なう欠点が
ある。
【０００５】
本発明は上記実情に鑑みてなされたものであって、雌ねじ部材の構造を工夫することによ
り、ガラスパネルの外観を損なうことなくガラスパネルと板材とを締め付け固定できるよ
うにすることを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
請求項１記載の発明の特徴構成は、ガラスパネルとそのガラスパネル に対して
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ガラスパネルとそのガラスパネルの左右両側に対して厚み方向から当て付けられる板材と
を、前記ガラスパネルと前記両板材とに亘って形成した貫通孔に挿通される雄ねじ部材と
、その雄ねじ部材に螺着される雌ねじ部材とで締め付け固定可能に構成されているガラス
パネル固定具であって、
　前記雄ねじ部材が、前記貫通孔に嵌入可能で、かつ、前記板材の厚みよりも長い円柱状
の軸部を挟んで、雄ねじ部と、その雄ねじ部の前記貫通孔への入り込みを規制する頭部と
を同芯状に備えていて、締め付け具を締め付け操作自在に係合させる係合穴がその頭部に
形成され、
　前記雌ねじ部材が、前記雄ねじ部を内側に螺合可能で前記板材の厚みよりも長く、かつ
、前記軸部の外径と略同径の筒部と、その筒部の前記貫通孔への入り込みを規制可能な頭
部とを備えていて、締め付け具を締め付け操作自在に係合させる係合穴がその頭部に形成
され、
　一方の板材側から前記貫通孔に装着した前記雄ねじ部材と、他方の板材側から前記貫通
孔に装着した前記雌ねじ部材とを互いに螺合して、前記ガラスパネルとそのガラスパネル
の左右両側の前記板材とを締め付け固定可能に構成されている

の左右両側
両

可能

の左右両側



厚み方向から当て付けられる板材とを、前記ガラスパネルと前記 板材とに亘って形成し
た貫通孔に挿通される雄ねじ部材と、その雄ねじ部材に螺着される雌ねじ部材とで締め付
け固定 に構成されているガラスパネル固定具であって、前記雌ねじ部材が、前記雄ね
じ部材に外嵌する状態で前記貫通孔に嵌入 筒部と、前記筒部の一端側でその筒部の
前記貫通孔への入り込みを規制 頭部とを備え、前記雄ねじ部材に螺合する雌ねじ部
が、前記筒部の内周面に形成され、前記雌ねじ部材の締め付け具を締め付け操作自在に係
合させる係合穴が前記頭部に形成され

ている点にある。
【０００７】
つまり、貫通孔への入り込みを規制する頭部に締め付け具を係合させて、その締め付け具
による締め付け操作で、筒部の内周面に形成した雌ねじ部を雄ねじ部材に螺合させて、雌
ねじ部材を雄ねじ部材に螺着し、もって、ガラスパネルと板材とを締め付け固定すること
ができるのであるが、締め付け固定状態では筒部を貫通孔に嵌入させて、雌ねじ部の雄ね
じ部材に対する螺合部分を貫通孔の内側に入り込ませることができる。
【０００８】
また、筒部の一端側に設けた頭部に係合穴を形成して、その係合穴に係合させた締め付け
具で締め付け操作する ので、雌ねじ部材の螺着時に締め付け具が板材や頭部
に擦れるおそれがない。
【０００９】
従って、雄ねじ部材や雌ねじ部材の板材からの突出量を小さくしながら必要な螺合代を確
保することができるとともに、板材や雌ねじ部材の外表面を傷付けるおそれがないので、
ガラスパネルの外観を損なうことなくガラスパネルと板材とを締め付け固定できる。

【００１０】
請求項２記載の発明の特徴構成は 記雌ねじ部材のうちの少なくとも一方の前記係合穴
が、前記筒部の内側に貫通する状態で形成され、前記筒部の内側に貫通する状態で形成し
た係合穴から挿入される螺進操作具を前記雄ねじ部材に対して螺進操作自在に係合させる
係合部が、その雄ねじ部材の端面に形成されている点にある。
【００１１】
【００１２】

ねじ部材を雄ねじ部材の両端部に各別に螺着すると、各雌ねじ部材の雄ねじ部材に対
する螺合代を均等に確保しにくい欠点があるが、筒部の内側に貫通する状態で形成した一
方の係合穴から螺進操作具を挿入し、その螺進操作具を雄ねじ部材の端面に形成した係合
部に係合させて、雄ねじ部材を螺進操作することができるので、各雌ねじ部材の雄ねじ部
材に対する螺合代を調節することができる。
【００１３】
請求項３記載の発明の特徴構成は、
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両

可能
可能な

可能な

、前記筒部が前記板材の厚みよりも長い長さで形成
され、前記貫通孔の内側に入り込ませた雄ねじ部材の両端部に、前記雌ねじ部材を各別に
螺着して、前記ガラスパネルとそのガラスパネルの左右両側の前記板材とを締め付け固定
可能に構成され

ことができる

　その上、筒部が板材の厚みよりも長い長さで形成され、貫通孔の内側に入り込ませた雄
ねじ部材の両端部に、雌ねじ部材を各別に螺着して、ガラスパネルとそのガラスパネルの
左右両側の板材とを締め付け固定可能に構成されているので、各板材の貫通孔部分に雌ね
じ部材の筒部を嵌入させることができ、左右の板材どうしの板面に沿う方向での位置ずれ
を確実に防止できるとともに、貫通孔の長さがガラスパネルや板材の厚みに応じて異なる
ような場合でも、ガラスパネルと板材とを各雌ねじ部材の頭部で挟み込んで、締め付け固
定することができる。

、前

　雌

ガラスパネルとそのガラスパネルの左右両側に対して
厚み方向から当て付けられる板材とを、前記ガラスパネルと前記両板材とに亘って形成し
た貫通孔に挿通される雄ねじ部材と、その雄ねじ部材に螺着される雌ねじ部材とで締め付
け固定可能に構成されているガラスパネル固定具であって、前記雄ねじ部材が、前記貫通
孔に嵌入可能で、かつ、前記板材の厚みよりも長い円柱状の軸部を挟んで、雄ねじ部と、
その雄ねじ部の前記貫通孔への入り込みを規制する頭部とを同芯状に備えていて、締め付



点にある。
【００１４】
つまり、

ガラスパネルと板材とを、貫通孔の一端側から挿通した一個の雄ねじ部材に一
体形成した頭部と、雄ねじ部材の他端側に螺着した一個の雌ねじ部材の頭部とで挟み付け
て締め付け固定することができ、固定作業を簡略化することができる。
【００１５】

ガラスパネルに対して厚み方向の左右両側から当て付けた各板材の貫通孔部分に

を嵌入させることができ、左右の板材どうしの板面
に沿う方向での位置ずれを確実に防止できる

【００１６】
【００１７】
【００１８】
【００１９】
【００２０】
【００２１】
【００２２】
【発明の実施の形態】
以下に本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。
尚、図面において従来例と同一の符号で表示した部分は、同一又は相当の部分を示してい
る。
【００２３】
［第１実施形態］
図１は、例えば、建物の内部から外部を広く見通せるようにその外壁の一部として設けら
れる大型のガラス板製のガラス壁Ａを、目地シールＪを挟んで固定した強化ガラス板製の
フレームＢで補強してあるガラス壁の補強構造を示す。
【００２４】
前記フレームＢは、ガラスパネルとしての厚さが１２～２５ｍｍ程度の帯板状の強化ガラ
ス板（以下、単にガラス板という）１どうしを、本発明によるガラスパネル固定具Ｃで間
隔を隔てて上下に連結して構成されている。
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け具を締め付け操作自在に係合させる係合穴がその頭部に形成され、前記雌ねじ部材が、
前記雄ねじ部を内側に螺合可能で前記板材の厚みよりも長く、かつ、前記軸部の外径と略
同径の筒部と、その筒部の前記貫通孔への入り込みを規制可能な頭部とを備えていて、締
め付け具を締め付け操作自在に係合させる係合穴がその頭部に形成され、一方の板材側か
ら前記貫通孔に装着した前記雄ねじ部材と、他方の板材側から前記貫通孔に装着した前記
雌ねじ部材とを互いに螺合して、前記ガラスパネルとそのガラスパネルの左右両側の前記
板材とを締め付け固定可能に構成されている

一方の板材側から貫通孔に装着した雄ねじ部材と、他方の板材側から貫通孔に装
着した前記雌ねじ部材とを、雄ねじ部材と雌ねじ部材とに備えた貫通孔への入り込みを規
制する頭部に締め付け具を係合させて、その締め付け具による締め付け操作で、雌ねじ部
材に備えた筒部の内側に雄ねじ部に螺合させて、互いに螺着し、もって、ガラスパネルと
そのガラスパネルの左右両側の板材とを締め付け固定することができるのであるが、締め
付け固定状態では筒部を貫通孔に嵌入させて、雌ねじ部の雄ねじ部材に対する螺合部分を
貫通孔の内側に入り込ませることができる。
　また、雄ねじ部材と雌ねじ部材の頭部に係合穴を形成して、その係合穴に係合させた締
め付け具で締め付け操作するので、締め付け具が板材や頭部に擦れるおそれがない。
　従って、雄ねじ部材や雌ねじ部材の板材からの突出量を小さくしながら必要な螺合代を
確保することができるとともに、板材や雌ねじ部材の外表面を傷付けるおそれがないので
、ガラスパネルの外観を損なうことなくガラスパネルと板材とを締め付け固定できる。
　その上、

また、 、
雄ねじ部材の板材の厚みよりも長い円柱状の軸部と、雌ねじ部材の板材の厚みよりも長く
、かつ、軸部の外径と略同径の筒部と

とともに、貫通孔の長さがガラスパネルや板
材の厚みに応じて異なるような場合でも、ガラスパネルと板材とを、雄ねじ部材と雌ねじ
部材の頭部で挟み込んで、締め付け固定することができる。



【００２５】
前記ガラスパネル固定具Ｃは、図２，図３に示すように、上下に突き合わせたガラス板１
に対して、厚み方向の左右両側から板材としての厚さが６ｍｍ～１２ｍｍ程度のステンレ
ス鋼板製の接続板２を、弾性あるいは樹脂製シート３を挟んで上下のガラス板１に跨る状
態で当て付け、それらのガラス板１と接続板２とに亘って貫通孔４を形成し、その貫通孔
４に挿通した雄ねじ部材５と、その雄ねじ部材５の両端部に各別に螺着される雌ねじ部材
６とで、ガラス板１と接続板２とを締め付け固定するように構成されている。
【００２６】
前記貫通孔４は、ガラス板１とシート３とに形成した大径孔１ａ，３ａと、各接続板２に
形成した小径孔２ａとを一連に連通して形成され、ガラス板１に形成した大径孔１ａには
樹脂製のブッシュ７が嵌め込まれている。
【００２７】
前記雄ねじ部材５は全長に亘って雄ねじ部５ａが形成された所定強度の全ねじボルトで構
成され、その両端面には、図４に示すように、螺進操作具としてのドライバーＤを螺進操
作自在に係合させる係合部としての＋型や－型（本実施形態では＋型）の係合溝８が形成
されている。
尚、螺進操作具として六角レンチを使用する場合は、係合部として六角穴を形成しておけ
ば良い。
【００２８】
前記雌ねじ部材６の各々は、雄ねじ部材５に外嵌する状態で貫通孔４に嵌入する筒部９と
、その貫通孔４への入り込みを接続板２との接当で規制する頭部１０とを備え、筒部９の
内周面には、雄ねじ部材５に螺合する雌ねじ部６ａが形成されている。
【００２９】
前記頭部１０は、筒部９の一端側に一体形成され、図５に示すように、雌ねじ部材６の締
め付け具としての六角レンチＥを締め付け操作自在に係合させる六角形の係合穴１１が形
成され、六角レンチＥによる各雌ねじ部材６の締め付け操作でガラス板１と各接続板２と
を挟み込んで、締め付け固定するように構成されている。
【００３０】
前記係合穴１１は筒部９の内側に貫通する状態で形成され、その係合穴１１から挿入した
ドライバーＤを雄ねじ部材５の端面に形成した係合溝８に係合させて、各雌ねじ部材６の
雄ねじ部材５に対する螺合代を調節できるようにしてある。
【００３１】
［第２実施形態］
図６は、ガラスパネル固定具Ｃの別実施形態を示し、雄ねじ部材５の一端側に、その雄ね
じ部材５の貫通孔４への入り込みを規制する頭部５ｂが一体形成され、この頭部５ｂには
六角レンチを締め付け操作自在に係合する係合穴５ｃが形成され、貫通孔４の略全長に亘
って嵌入できる長さの筒部９を備えた雌ねじ部材６が、雄ねじ部材５の他端側に螺着され
ている。
【００３２】
そして、雄ねじ部材５に形成した頭部５ｂと雌ねじ部材６の頭部１０とでガラス板１と両
接続板２とを挟み込んで、締め付け固定するように構成してある。
その他の構成は第１実施形態と同様である。
【００３３】
［第３実施形態］
図７は、第２実施形態で示したガラスパネル固定具Ｃの変形例を示し、雄ねじ部５ａの長
さと、その雄ねじ部５ａに螺合する雌ねじ部６ａの長さとを必要充分な螺合代を確保でき
る短い長さとし、その雌ねじ部６ａの長さに対応する短い長さに形成した筒部９の一端に
中実の軸部６ｂを連設して、貫通孔４の略全長に亘って嵌入する雌ねじ部材６を構成して
ある。
その他の構成は第２実施形態と同様である。
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【００３４】
［第４実施形態］
図８は、ガラスパネル固定具Ｃの別実施形態を示し、雄ねじ部材５に一体形成した頭部５
ｂの雄ねじ部５ａ側に、貫通孔４に嵌入する軸部５ｄを筒部９の外径と略同径で同芯状に
形成して、その軸部５ｄを一方の接続板２の貫通穴部分に嵌入させるように構成してある
。
その他の構成は第２実施形態と同様である。
【００３５】
［第５実施形態］
図９は、ガラスパネル固定具Ｃの別実施形態を示し、雌ねじ部材６が、その全長に亘って
貫通孔４に嵌入する筒部９の内周面に、その全長に亘って雌ねじ部６ａを形成した筒状に
形成され、雌ねじ部材６に対してその両側から各別に螺着する雄ねじ部材５の各々に、貫
通孔４への入り込みを接続板２との接当で規制する頭部５ｂが備えられ、雄ねじ部材５の
締め付け具としての六角レンチＥを締め付け操作自在に係合させる六角形の係合穴５ｃが
その頭部５ｂに形成されている。
その他の構成は第１実施形態と同様である。
【００３６】
［その他の実施形態］
１．上記実施形態では、ガラスパネルとそのガラスパネルの左右両側に当て付けた板材と
を締め付け固定するガラスパネル固定具を示したが、ガラスパネルとそのガラスパネルの
片面にのみ当て付けた板材とを締め付け固定するものであっても良い。
２．ガラスパネルの一方に当て付けられる板材に複数の雄ねじ部材を溶接固定しておき、
ガラスパネルとそのガラスパネルの他方に当て付けられる板材とに亘って形成した貫通孔
にそれらの雄ねじ部材を挿通して、ガラスパネルと板材とを締め付け固定するように構成
されていても良い。
３．上記実施形態では、ガラス壁Ａの補強用フレームＢを構成する為にガラス板１どうし
を連結するガラスパネル固定具を示したが、大面積のガラス壁Ａを構成する為に複数のガ
ラスパネルどうしを上下左右に連結するガラスパネル固定具であっても良い。
４．上記実施形態では、ガラスパネルとして強化ガラスを示したが、他に、倍強度ガラス
や、これらの強化ガラスや倍強度ガラスを複数枚組み合わせた合わせガラス、複数枚並列
させたガラスであっても良く、条件が許せば、強度の低い生板（一般のアニールドガラス
）や網入りガラスであっても良い。
尚、実施形態で示した大型のガラス壁Ａは、生板ガラス、倍強度ガラス、強化ガラスで構
成したものであっても良く、また、これらのガラスを組み合わせた合わせガラス、複層ガ
ラスで構成したものであっても良い。
５．上記実施形態では、ガラスパネルに当て付けられる板材として、ステンレス鋼板製の
板材を示したが、ステンレス鋼以外の金属製板材、その他の硬質の板材であっても良い。
６．上記実施形態では、ガラス製のフレームを構成するガラス板どうしを連結する為のガ
ラスパネル固定具を示したが、例えば、建物の壁や柱，梁等に対してガラスパネルを固定
する為のものであっても良い。
７．上記実施形態では、雌ねじ部を筒部にのみ形成したが、雌ねじ部材の頭部側に亘って
一連に形成して、雌ねじ部の雄ねじ部材に対する螺合部分の一部が貫通孔の外方に突出す
るように構成しても良い。
【図面の簡単な説明】
【図１】ガラス壁の補強構造を示す側面図
【図２】ガラスパネル固定具の固定構造を示す一部断面図
【図３】ガラスパネル固定具の分解図
【図４】雄ねじ部材の正面図
【図５】雌ねじ部材の正面図
【図６】第２実施形態を示し、（イ）は分解図、（ロ）は固定構造を示す一部断面図
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【図７】第３実施形態を示し、（イ）は分解図、（ロ）は固定構造を示す一部断面図
【図８】第４実施形態を示し、（イ）は分解図、（ロ）は固定構造を示す一部断面図
【図９】第５実施形態を示し、（イ）は分解図、（ロ）は固定構造を示す一部断面図
【図１０】従来技術を示す一部断面図
【符号の説明】
１　　ガラスパネル
２　　板材
４　　貫通孔
５　　雄ねじ部材
５ａ　雄ねじ部
５ｂ　頭部
５ｃ　係合穴
５ｄ　軸部
６　　雌ねじ部材
６ａ　雌ねじ部
８　　係合部
９　　筒部
１０　頭部
１１　係合穴
Ｄ　　螺進操作具
Ｅ　　締め付け具
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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